
 

 

 

 

 

 

２月１８日（水）に今年度最後の学校運営協議会を高西中学校で実施しました。今年度

のまとめとして、「学校評価についてまとめ」「小中連携の取組状況」「コミュニティ・スク

ールについてのアンケート結果」の説明、協議をすることが主な内容でした。 

委員の皆さまからは、学校評価に係る取組や児童・生徒の成長に向けての小中連携や小

小連携、コミュニティ・スクールの在り方についても貴重なご意見をいただきました。 
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No.４ 

高西中学校区 

学校運営協議会 

高西中学校区 小中連携教育 

コミュニティ・スクールだより 

第４回学校運営協議会を実施しました 

【各委員の皆さまからのご意見・ご質問】 

・学校評価について、道徳・健康・生活についてはそれぞれの特徴があってよいと思うが、学力に関し

ては高須小学校と西藤小学校でできれば同じような形で評価できれば、課題点も見つけることがで

き、中学校にとっても参考になると思う。全部一緒にする必要はないが、基準が同じであれば見る方

もわかりやすいので来年度に向けて検討をお願いする。 

・小中連携の取組で「出前授業」というのがあるが、具体的にはどういうものか。時間的に中学校の先

生がそれぞれの小学校へ行って授業をするのは難しいと思う。 

 →昨年度は音楽の先生に来ていただいて合唱を教えていただいた。 

・オープンスクールを少し拡大するような形がよいと思う。例えば、オープンスクールを春や秋に開

催し、小学校同士が中学校へ行って交流し、中学校の先生についても知ってもらえればよい。 

 →中学校としては、小学校高学年が教科担任制で授業をされている中で、実際にどういう学習をし

てきているのか、中学校の職員が小学校へ行かせていただくこともできるとありがたい。 

・中学校の先生が小学校でどのように学んできたか知っておくことで、発展的に教えていくことがで

きるので交流を深めることは大切だと思う。無理にない範囲で、最大限効果があるようにやってい

ただきたい。 

・尾道市のコーディネーター研修会に参加させてもらった。山口県柳井市のコミュニティ・スクール

は校内に地域の人が集まって協議をするようなコミュニティ・スクールの部屋があると聞いた。そ

こで、先生・児童生徒が加わり活発な話し合いをしている。その部屋を通して、学校で支援（助け）

が必要なところをすぐに地域へ依頼できるようにもなっている。そういった取組を進めていくと子

供たちも落ち着いた学校生活を送り、深い交流ができるのではないか。 

→小学校・中学校が 1年間の見通しをもって学校の教育活動を地域にお伝えした上で協力していた

だける関係をつくり、その中でコーディネーターの方に学校と地域をつなぐといったネットワーク

や組織づくりをしていくことは大事だと思う。 

・組織づく作りでは、学校とコーディネーターとで考え、人数や仲間を増やしネットワークを広げて

いく。学校と話し合う中で、1 年間を通じて学校からどのようなニーズがあるのか、それに対して

地域の人材をどのように集めていくのかを考えていかないといけない。 

 →地域の方に学校での活動をサポートしていただけるのは非常にありがたい。高西中学校区では高

須地区と西藤地区がある中で、人材バンク的組織が出来上がっていくと非常に心強い。それぞれの

地区にあるいろいろな団体に協力を求めていただくと、中学校区としてもバックアップしていただ

ける体制がつくれるのではないかと思う。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇高西中学校・高須小学校・西藤小学校がよりよく子供たちを育てていくために、学校と保

護者、地域が協働して、どう取り組めばよいか、ご意見やお考えを聞かせてください。 

・両小学校の交流を増やし、中学校生活がスムーズに始められるような活動をしてほしい。 

・地域の方と交流する機会を設けて、地域の方たちにそれぞれの学校の取組を知っていた

だくと良いと思う。 

・小学校高学年が中学校で模擬授業を受けたり中学生と小学生がいっしょに授業を受けた

りするなど、中学生と小学生が交流する機会が増えるといいのではないかと思う。 

・小学校と中学校の交流、地域の方や保護者、先生との交流が増えればよいと思う。 

・お互いの学校のことを知るために、子供同士だけでなく親同士も交流があればよいと思

う。 

・地域の中で子供を育てる意識をつくるために、子供が地域の人と関わる、地域の人も学

校と関わることができたらよいと思う。 

・合同で行えるイベントなど行事が多くなると地域との関りが増えると思う。  等 

 

自己紹介ビンゴゲーム 

グルーピングゲーム なぞときに挑戦 伝言ゲーム 

 

〇コミュニティ・スクールだより

を読んだことがありますか。 
 １２月に高西中学校区コミュニティ・スクール充実の

ためのアンケートを行いました。 

アンケートの結果については次の通りです。記述式に

ついては一部を抜粋したものです。保護者の方から頂い

たご意見やお考えは、高西中学校区として今後の取組に

生かしていきます。今後もご協力よろしくお願いいたし

ます。 

9％ 9.8％ 
よく知っている 

知っている 

あまり知らない 

全く知らない 

29.8％ 

51.4％ 

３月１０日（火）に高須小学校で、高須小学校と西藤小学校

の 6 年生児童が交流会を行いました。仲間づくりを中心とし

たレクリエーションを体育館と教室に分かれて行いました。

自己紹介やゲームを通して、自然と笑顔になったり声を掛け

合ったりと楽しそうにしている姿をたくさん見ることができ

ました。交流の後は、どちらの学校からも「たくさん声をかけ

てくれてうれしかった」「〇〇さんとまた会えるのが楽しみ」

などの声を聞くことができ、中学校入学に向けてよい出会い

の場になりました。 


